




3 4山口県立総合医療センターだより山口県立総合医療センターだより

生活習慣の欧米化や超高齢社会により虚血性心疾患や心不全の患者さんが急増しています。このような現状と将来的

にさらに増加していく状況を踏まえ、この度フィリップス社製血管撮影装置「Azurion」を導入し、新たに心血管カテーテル

治療室が稼働を始めました。

　
Azurionシリーズは、低被ばくと高画質の両立、ワークフローの改善などをめざして開発された新製品であり、山口県内

では山口大学医学部附属病院についで2番目、循環器領域としては県内初の導入となります。

　
今回導入したバイプレーンシステムでは2方向から同時観察することができるため、より複雑な冠動脈病変への対応や

造影剤の使用量低減が可能となります。また、最新式フラットパネル検出器が採用されており、従来の検出器に比べて

4倍のコントラスト描出能を有し、より細かな血管像の描出に優れています。

さらに循環器領域のインターベンションを支援する最新のガイダンスツールも搭載されており、術者の治療をサポートす

るとともに患者さんの負担を軽減するシステムとなっています。県内初導入となるDynamic Coronary Roadmap機能

はX線画像に心臓の血管を重ね合わせ表示することができ、従来装置と比較して透視時間の短縮や造影剤量の低減

が期待されています。
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新「心血管カテーテル治療室」 稼働
心血管カテーテル治療室に導入された最新機器が稼働中

最新型血管撮影装置を導入し、治療室も1室から2室に増室。
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当院は、循環器専門医（日本循環器学会）をはじ

め、心血管カテーテル治療専門医（日本心血管イ

ンターベンション治療学会）や不整脈専門医（日本

不整脈心電学会）が在籍しており、あらゆる心疾患

に24時間体制で対応しています。最新機器の導

入により、これまで以上に地域の先生方のご期待

に沿える環境が整いました。






